静岡県緊急輸送ルート等沿道建築物耐震診断業務の耐震診断報告書の記載例

○構造耐震指標（ＩＳ値）に係る指標による耐震診断報告書への所見等の考察については、下記に基づき記載してください。


平成 18 年１月 25 日国土交通省告示第 184 号（抜粋）
最終改正 平成 25 年 10 月 29 日国土交通省告示第 1055 号

建築物の耐震診断及び耐震改修の促進を図るための基本的な方針


（別添） 
建築物の耐震診断及び耐震改修の実施について技術上の指針となるべき事項
[bookmark: _GoBack]別表第6
	構造耐震指標及び保有水平耐力に係る指標
	構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

	（１）
	Is が 0.3 未満の場合又は q が 0.5 未満 の場合
	地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊 する危険性が高い。

	（２）
	(1)及び(3)以外の場合
	地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊 する危険性がある。

	（３）
	Is が 0.6 以上の場合で、かつ、q が 1.0 以上の場合
	地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊 する危険性が低い。

	この表において、Is 及び q は、それぞれ次の数値を表すものとする。 Is 各階の構造耐震指標    q 各階の保有水平耐力に係る指標



※ＲＣ造においては、ＣＴＵ・ＳＤが0.3を下回る場合は、上記（１）の記載とする。
